
令和８年度確かな学力育成加速化事業費 教員の学習指導力強化に向けた授業実践推進事業 

「授業実践セミナー・研修会（数学）」実施要項 

 

岩手県教育委員会事務局 

学校教育室学力向上担当 

１ 目的 

（１）授業実践セミナー 

  学習指導要領を具体化した公開授業や研究協議を通して、数学担当教員の授業改善や授業力強化を図り、生

徒の学力向上に資する。また、高等学校の授業実践を通して、異校種間で相互に生徒の実態や指導の在り方な

どについて理解を深める。 

（２）授業実践研修会 

  訪問指導等で明らかになった教科指導上の課題（ICTを効果的に活用した深い学びの実装）に対応するため、

外部講師等による講義・演習を行い、教員の積極的な授業改善や生徒への学習支援に資する具体的方策につい

て理解を深める。 

 

２ 実施形態 

  申込時に選択する。両方を選択することは可能。複数会場申し込むことは可能。 

（１）参集型 

（２）オンデマンド型（視聴方法等は後日通知する） 

 

３ 参加対象 

（１）県立高等学校数学担当教員は各校から１名以上が悉皆で参加とする。 

   ただし、参集型またはオンデマンド型で１会場以上を選択すること。 

   （近隣の学校は参集型への参加を推奨する。） 

（２）県立高等学校数学科以外の教員、県立特別支援学校の教員で参加を希望する者 

（３）小・中・義務教育学校、盛岡市立高等学校の教員で参加を希望する者 

（４）私立中学校・高等学校の教員で参加を希望する者 

 

４ 日時・会場・内容 

実施日 
会場校 公開授業者 

研修会講師 研修会テーマ（予定） 

９月 11日（金） 

黒沢尻工業高等学校 教諭 佐藤 竜介 

東京学芸大学大学院教育学研究科 教授・株式会社カナメプロジェクト 取締役 

遠藤 太一郎 氏 

東京学芸大学附属竹早中学校 主幹教諭 

上園 悦史 氏 

「AI授業分析を活用し次の授業改善につなげる視点と方法（仮題）」 

10月22日（木） 

盛岡第四高等学校 教諭 菊池 拓人 

国立教育政策研究所 教育課程研究センター 研究開発部 教育課程調査官 

文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教科調査官 

 小林 廉 氏 

「高等学校数学科における「探究的な学び」の授業づくり－学習指導要領改訂の

方向性を踏まえて－」 

10月27日（火） 

釜石高等学校 教諭 澤口 悠也 

学校教育室 学力向上担当 指導主事 今村 鉄兵 

「生成 AIと ICTの効果的な活用による指導と評価の充実」 

  公開授業で扱う単元や内容、当日の時程などの詳細は、参加申込者に対して開催１か月前を目途に別途通知

する実施細目で周知する。 

 

５ 参加申込（会場毎・参加型毎） 

（１）Plantのアカウントを持っている教員の申込方法 

（県立学校、盛岡市立高等学校、小・中・義務教育学校に所属する教諭・指導教諭等） 



  全国教員研修プラットフォーム（Plant）で参加希望者本人が申し込むこと。 

  研修名：【○/○参集型・オンデマンド型】授業実践セミナー・研修会（数学）○○高等学校会場 

研修コード：igs08 ※コードはすべての会場共通 

（２）Plantのアカウントを持っていない教員の申込方法 

   （県立学校、盛岡市立高等学校、小・中・義務教育学校に所属する講師等、私立中学校・高等学校に所属

する教諭等） 

  下記のフォームより必要事項を送信すること。 

  申込フォーム URL  https://forms.cloud.microsoft/r/WF8nQ8gFN5 

 

（３）申込期限：７月 17日（金） 

（４）その他 

ア 複数会場および参集型とオンデマンド型の両方を選択することも可能。 

イ 本申込により県立学校、盛岡市立高等学校教員は Microsoft Teams「授業実践ネットワーク（数学）」の

メンバーにも登録となる。 

 

６ 実施内容 

（１）公開授業・研究協議 

ア 公開授業 

    生徒や学校、地域の実情に応じた数学的に考える資質・能力を育成するため、担当指導主事とともに検

討した「単元や題材など内容や時間のまとまりでの授業づくり」の一例を提案する。 

イ 研究協議  

    公開授業をもとに、数学的に考える資質・能力を育成するための授業づくりや課題解決に向けた協議を

行う。また、授業力向上に関わる異校種間連携を推進するため、小学校・中学校・義務教育学校と高等学

校との間で相互に生徒の実態について情報交換を行い、数学の指導の在り方を協議する。 

ウ 講義（学力向上担当指導主事・各会場共通の内容） 

県や国が実施している学力調査の結果や個別訪問を通じて得られた情報を共有し、各校での取り組みに

生かす方策を協議する。 

（２）研修会 

   教育現場が感じている課題に沿ったテーマで外部講師等による講義・演習を行い、教員の授業力強化を図

る。 

（３）時程例（※実際の時程は会場毎実施細目で周知する） 
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行事 
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（４）本セミナー・研修会実施後の各校における実践推進サポート（対象：県立学校、盛岡市立高等学校） 

   参加者が各校において情報共有、授業改善等の具体的実践を推進するため、「授業実践ネットワーク」（別

紙１）を活用して課題の共有・相談、実践例・教材の共有などを継続的に行う。 

 

７ その他 

（１）参加者は原則として各校に整備されている教師用端末または個人の端末を持参すること。持参することが

できない場合は、以下の方法で連絡すること。 

  ア Plantから申し込みする場合（県立学校、小・中・義務教育学校の教諭等） 

    Plantでの申込時に申し送り事項欄に端末を持参できない旨記載すること。 

  イ 申込フォームから申し込みする場合（Plantアカウントが無い講師や私立学校教諭等） 

    フォーム内の端末の持参に関する項目で可否を入力すること。 

（２）（１）で持参できない参加者の端末は、学校教育室で用意する。 

（３）県立高等学校の参加者の旅費は M183から、県立特別支援学校の参加者の旅費は M281 からそれぞれ支出す

ること。また、小学校からの参加は M138、中学校からの参加は M168から支出すること。 

https://forms.cloud.microsoft/r/WF8nQ8gFN5

